
̶ 33 ̶

か
た
ら
ひ
し
人
の
う
せ
に
し
が
、
を
さ
な
き
こ
を
あ
ま
た
う
み
お
き

て
、
二
三
ね
ん
ば
か
り
に
な
り
に
た
る
、
そ
の
ち
ち
ち
か
き
ほ
ど
な
れ

ば
、
ひ
き
つ
れ
て
、
あ
は
れ
な
る
も
の
が
た
り
し
い
で
て
、
う
ち
な
き

し
に

み
ど
り
こ
の
か
み
か
き
な
で
て
見
る
ご
と
に
ま
つ
の
は
は
な
ほ
こ
ひ
し

か
る
ら
む
（
３
）

に
詠
ま
れ
る
〝
み
ど
り
子
〞
に
対
す
る
語
釈
で
、

大
宝
令
で
は
三
歳
ま
で
を
い
う
が
、
一
般
に
は
幼
児
を
指
す
。『
万
葉
集
』

で
は
八
首
に
み
ど
り
ご
が
出
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
四
首
は
母
亡
き
後
の

子
の
こ
と
や
、
母
を
恋
う
子
の
歌
で
あ
る
。
そ
の
後
の
勅
撰
集
で
は
わ
ず

か
三
首
に
し
か
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
歌
語
と
し
て
は
む
し
ろ
古
い
語
感

を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
母
の
死
と
関
連
付
け
て
『
万
葉
』
で

詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
か
ら
し
て
、
作
者
は
そ
の
よ
う
な
知
識
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
４
）

一
、
問
題
の
所
在

歌
語
〝
み
ど
り
子
〞
は
『
万
葉
集
』
か
ら
詠
ま
れ
、
二
十
巻
揃
う
現
存

最
古
の
伝
本
で
あ
る
西
本
願
寺
本
で
は
、「
若
児
」（
二
一
〇
）、「
若
子
」

（
四
五
八
、四
六
七
）、「
緑
児
」（
二
一
三
、四
八
一
、二
九
二
五
）、「
緑
子
」

（
三
七
九
一
）、「
小
児
」（
二
九
四
二
）、「
弥
騰
里
児
」（
四
一
二
二
）
と
い
う

六
通
り
の
表
記
、
計
九
例
に
「
ミ
ト
リ
コ
」
と
傍
訓
を
附
し
て
い
る
。

現
代
の
研
究
で
も
、
伊
藤
延
子
氏
が
「
集
中
の
ミ
ド
リ
コ
の
用
例
は
、
当
該

歌
二
一
〇
、二
一
三
番
歌
も
含
め
九
首
」
（
１
）
と
し
、
澤
田
早
代
氏
が
「
萬
葉
集
中

に「
緑
」を
詠
じ
て
い
る
歌
と
し
て
、十
一
例
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
そ
の
十
一
例
の
う
ち
九
例
ま
で
が
「
み
ど
り
こ
」
の
用
例
で
あ
る
」
（
２
）

と

述
べ
る
よ
う
に
、西
本
願
寺
本
の
用
例
数
に
依
拠
し
て
、『
万
葉
集
』の
中
に
〝
み

ど
り
子
〞
は
九
例
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
例
外
と
し
て
、西
丸
妙
子
氏
は
、

『
檜
垣
嫗
集
』
四
番
歌
、 万

葉
歌
に
お
け
る
〝
み
ど
り
子
〞
訓
再
考

菊

　

本

　

　

　

麗
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後
）
三
・
四
五
八
「
若
子
乃
（
み
ど
り
こ
ノ
）
は
ひ
た
も
と
ほ
り
朝
宵
に

ね
の
み
そ
吾
が
泣
く
君
無
し
に
し
て
〈
余
明
軍
〉」
補
注
「
続
日
本
後
紀

―
嘉
祥
二
年
三
月
庚
辰
」
の
「
嬰
児
乃
（
み
ど
り
こ
ノ
）
咳
語
仁

」
の
「
咳

語
」
を
「
孩
（
を
さ
な
き
）
語
（
こ
と
）」
と
す
る
説
に
よ
れ
ば
「
嬰
児
乃

」

は
「
お
さ
な
し
」
に
掛
か
る
枕
詞
と
な
る
。
（
８
）

と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
み
ど
り
こ
の
」
と
い
う
上
代
の
枕
詞
と
し
て
立
項
し
て

い
る
。
ま
た
、
す
べ
て
「
若
子
」
と
い
う
原
文
表
記
の
、
四
五
八
番
歌
を
用
例

と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
周
知
の
よ
う
に
、
鎌
倉
期
に
は
、
仙
覚
に
よ
っ
て
『
万
葉
集
』
の

校
訂
・
改
訓
が
行
わ
れ
、
辞
典
類
で
枕
詞
の
用
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
四
五
八

番
、
同
じ
巻
三
に
収
め
ら
れ
る
四
六
七
番
の
「
若
子
」
と
い
う
原
文
表
記
の
訓

は
「
ミ
ト
リ
コ
」
と
改
め
ら
れ
た
。
つ
ま
り
、
仙
覚
校
訂
以
前
の
『
万
葉
集
』

で
は
、〝
み
ど
り
子
〞
は
九
例
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
ら
れ
る
。

以
下
、
現
在
九
例
と
さ
れ
る
万
葉
歌
の
う
ち
、
仙
覚
の
改
訓
と
改
訓
以
前
の
訓

を
確
認
し
、〝
み
ど
り
子
〞
の
用
例
数
を
九
例
と
す
る
こ
と
の
是
非
を
問
い
直

し
て
み
た
い
。

二
、『
万
葉
集
』〝
み
ど
り
子
〞
訓
と
仙
覚
の
改
訓

現
存
す
る
『
万
葉
集
』
の
伝
本
の
う
ち
、平
安
期
に
写
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
万

葉
集
』
は
、

【
平
安
中
期
】
桂
本
、
藍
紙
本
、
元
暦
校
本

と
述
べ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
中
に
〝
み
ど
り
子
〞
が
「
八
首
」
出
る
と
す
る

説
は
他
に
な
く
、
西
丸
氏
が
い
ず
れ
の
伝
本
を
も
と
に
「
八
首
」
と
し
た
の
か

は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』
に
、

嬰
児
【
み
ど
り
こ
】
語
『
万
葉
集
』
に
は
、「
み
ど
り
子
の
た
め

こ
そ
乳お

も母
は
求
む
と
い
へ
乳ち

飲
め
や
君
が
乳
母
求
む
ら
む
」（
巻

十
二
・
二
九
二
五
・
二
九
三
七
・
作
者
未
詳
）
ほ
か
八
例
、
枕
詞
が
一
例
を

見
る
が
、時
代
が
下
る
に
つ
れ
、使
用
頻
度
は
少
な
く
な
る
。〔
後
略
〕（
今

関
敏
子
）
（
５
）

と
あ
る
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
の
〝
み
ど
り
子
〞
の
う
ち
一
例
は
枕
詞
と
さ
れ
る
。

辞
典
類
に
も
そ
の
見
解
は
見
ら
れ
、『
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
上
代
編
』
で
は
、

み
ど
り
こ
の
　
枕
詞
。
緑ミ
ド
リ
コ児

は
、
這
い
ま
わ
り
、
幼
い
も
の
で
あ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
這
ヒ
タ
モ
ト
ホ
ル
・
ヲ
サ
ナ
シ
に
か
か
る
。「
若
み
ど
り

子こ

乃の

は
ひ

た
も
と
ほ
り
朝
夕
に
ね
の
み
ぞ
吾
が
泣
く
君
無
し
に
し
て
」（
万
四
五
八
）

「
嬰
み
ど
り

児こ

乃の

孩ヲ
サ
ナき

語コ
ト

に
」（
続
後
紀
嘉
祥
二
年
）

（
６
）

『
角
川
古
語
大
辞
典
』
で
は
、

み
ど
り
こ
の
【
嬰
児
の
】
枕
詞
。「
這
ふ
」
に
か
か
る
。「
若
子
乃
（
み
ど
り

こ
　
の

）

這
ひ
た
も
と
ほ
り
朝
宵
に
ね
の
み
ぞ
我
が
泣
く
君
な
し
に
し
て
」〔
万

葉
・
四
五
八
〕
（
７
）

『
日
本
国
語
大
辞
典
〔
第
二
版
〕』
で
は
、

み
ど
り
こ
－
の
【
緑
児
―
・
嬰
児
―
】
枕
　
幼
児
は
、
は
い
ま
わ
る
も
の

で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
「
は
い
た
も
と
お
る
」
に
掛
か
る
。
＊
万
葉
（
8
ｃ
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（
十
六
・
三
七
九
一
・
尼
崎
本
）

　
　
竹
取
翁
有

　
哥
十
二
首

十
六
　
録
之子
イ

若
子
蚊カ

ミ

見
庭
・
垂
乳
・
爲
母
所ニ

タ
カ
レ
テ

懐
・
褨可

考襁
・
平
／
…

（
十
六
・
三
七
九
一
・
類
聚
古
集
第
十
七
・
人
倫
・
雑
古
人
）

【
鎌
倉
期
書
写
本
】

昔
有
老
翁
一（
墨
）
号
曰
竹タ

カ

取ト
リ

翁
ヲ
キ
ナ
ト

一（
墨
）
也
此
翁
季
春
之
月
ニ

登
ノ
ホ
テ

丘
ヲ
カ
ニ

一（
墨
）

遠
ク
望
ム
／
…

●
緑
ミ
ト
リ

子コ

之ノ

・
若ワ

カ

子コ

蚊カ

見ミ

庭ニ
ハ

・
垂タ

ラ

乳チ

為シ
ノ

・
母

ハ
ヽ
ニ

所イ
タ

レ
懐カ

レ

・
褨

タ
マ
タ
ス
キ

襁
・
平ハ

フ
コ生

之

六（

　

　
朱

　

　
）

条
本
無
此
字 

蚊カ

／
… 

（
巻
十
六
・
三
七
九
一
・
西
本
願
寺
本
）

右
に
引
用
し
た
尼
崎
本
で
は
「
緑
之
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
尼

崎
本
巻
十
六
は
、
現
存
す
る
『
万
葉
集
』
巻
十
六
の
う
ち
最
古
で
あ
り
、
安

易
に
脱
落
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
類
聚
古
集
』
の
本
文
は
「
録
之
」
と
あ
り
、

こ
れ
は
「
緑
之
」
の
誤
写
と
考
え
る
。
（
11
）

現
存
す
る
平
安
期
書
写
本
『
万
葉
集
』

の
本
文
に
「
緑
子
」
と
い
う
表
記
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
右
の
歌
の
初

句
は
本
来
〝
み
ど
り
子
〞
を
意
味
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考

え
る
。
む
し
ろ
、
後
の
「
蚊
見
（
髪
）」
に
か
か
り
、「
緑
の
黒
髪
」
と
い
っ
た

髪
の
形
容
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
西
本
願
寺
本
で
は
「
小
児
」
と
い
う
表
記
を
持
つ
二
九
四
二
番
歌
の

訓
を
、
平
安
期
書
写
本
か
ら
順
に
た
ど
っ
て
み
る
と
、

【
平
安
期
書
写
本
】

吾
兄
子
尒
戀
跡
二
四
有
四
少
児
之
後
夜
哭
乎
／
爲
乍
宿
不
勝
苦
者

【
平
安
後
期
】
金
沢
本
、
天
治
本

【
平
安
末
期
】
尼
崎
本
、
類
聚
古
集

の
七
本
で
あ
り
、す
べ
て
平
仮
名
別
提
訓
本
で
あ
る
。
鎌
倉
期
写
と
さ
れ
る『
万

葉
集
』
は
、

【
鎌
倉
初
期
】
嘉
暦
伝
承
本
、
古
葉
略
類
聚
鈔

【
鎌
倉
中
期
】
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
、
春
日
本

【
鎌
倉
後
期
】
西
本
願
寺
本

【
鎌
倉
末
期
】
紀
州
本
、
前
十
帖
（
後
十
帖
は
室
町
末
期
写
）

の
六
本
で
あ
る
。
（
９
）

本
稿
で
は
、
こ
の
伝
本
の
中
で
、
該
当
歌
を
収
め
る
古
写
本

の
表
記
と
訓
を
参
照
し
、
先
に
挙
げ
た
『
万
葉
集
』
中
の
六
通
り
九
例
の
〝
み

ど
り
子
〞
の
原
文
表
記
と
訓
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
（
10
）

ま
ず
、『
万
葉
集
』
中
に
一
字
一
音
の
借
音
表
記
で
表
さ
れ
る
「
弥
騰
里
児
」

（
四
一
二
二
）、
大
宝
の
戸
籍
や
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
十

月
の
記
事
に
も
あ
る
「
緑
児
」（
二
一
三
、四
八
一
、二
九
二
五
）
の
例
は
〝
み

ど
り
子
〞
を
意
味
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
。

次
に
「
緑
子
」（
三
七
九
一
）
と
い
う
表
記
に
目
を
向
け
た
い
。
そ
も
そ
も
、

現
存
す
る
平
安
期
書
写
本
に
お
い
て
は
、
三
七
九
一
番
歌
の
本
文
は
「
緑
子
」

で
は
な
い
。

【
平
安
期
書
写
本
】

　
　
昔
有
老
翁
号
曰
竹
取
翁
也
此
翁
季
春
之
月
／
…

緑
之
若
子
蚊
見
庭
垂
乳
為
母
所
懐
褨
襁
平
生
之
蚊
見
／
…
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「
若
子
」（
四
五
八
、四
六
七
）
と
い
う
原
文
表
記
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
古

写
本
を
確
認
す
る
と
、
平
安
期
書
写
本
と
鎌
倉
期
書
写
本
で
は
訓
が
変
わ
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
平
安
期
書
写
本
】

（
天
平
三
年
七
月
大
納
言
大
伴
卿
薨
時
哥
六
首

資
人
金
明
軍
不
勝
犬
馬
之
慕
心
中
感
緒
作
歌
）

三
　
若
子
乃
匍
匐
多
毛
登
保
里
朝
夕
哭
耳
曽
／
吾
泣
君
無
二
四
天

わ
か
きな

こ
の
はヽ
ふひ

た
も
と
ほ
り
あ
さ
ゆ
ふ
に
／
な
き
そ
わ
か
な
く
き
み

な
し
に
し
て 

（
巻
三
・
四
五
八
・
類
聚
古
集
第
十
四
・
挽
歌
・
主
君
）

【
鎌
倉
期
書
写
本
】

　
　（
主
君

　
　
天
平
三
年
辛未

秋
七
月
大
納
言
大
伴
卿
薨
時
六
首
中
五
首
）

三
　
若ワ
カ
キ
コ子

乃ノ

匍ハ

匐ヒ

多タ

モ

ト

ホ

リ

毛
登
保
里
朝ア

サ

名
ユ
フ
ニ

哭ナ
キ

耳ノ
ミ

曽ソ

吾ワ
カ
ナ
ク泣

君キ
ミ

無ナ
シ

二ニ

シ四
天テ

右
五
首
資
人
余
明
軍
不
勝
犬
馬
之
慕
心
中
感
緒
作
哥

（
巻
三
・
四
五
八
・
古
葉
略
類
聚
鈔
）

（
天
平
三
年
辛
未
秋
七
月
大
納
言
大
伴
卿
薨
之
時
謌
六
首
）

若ミ
ト
リ

子コ

乃ノ

匍ハ

-

匐ヒ

多タ

モ

ト

ホ

リ

毛
登
保
里
朝ア

サ

夕
ヨ
ヒ
ニ

哭ネ

ニ耳
曽ソ

吾ワ
カ
ナ
ク泣
君キ

ミ

無ナ
シ

二ニ

シ四
天テ

右
五
首
資ツ

カ
ヒ
ト人
金

カ
ネ
ノ

明ア
キ
ク
サ軍
不
レ

勝
二

犬
馬
之
慕

シ
タ
ヒ
ニ

一
心
中
ニ（
墨
）

感
緒
作
謌

 

（
巻
三
・
四
五
八
・
西
本
願
寺
本
）

（
天
平
三
年
辛
未
秋
七
月
大
納
言
大
伴
卿
薨
之
時
六
首
中
五
首
）

若ワ
カ
キ
コ子

乃ノ

匍ハ

匐ヒ

多タ

モ

ト

ホ

リ

毛
登
保
里
朝ア

サ

夕
ユ
フ
ニ

哭ナ

耳キ

曽ソ

吾ワ
カ
ナ
ク泣

／
君キ

ミ

無ナ
シ

二ニ

シ四
天テ

わ
か
せ
こ
に
こ
ふ
と
に
し
あ
ら
し
み
と
り
こ
の
／
よ
の
な
き
を
し
つ
ゝ

い
ね
か
て
ら
く
は 

（
十
二
・
二
九
四
二
・
元
暦
校
本
）

吾
兄
子
尒
戀
欲
二
四
有
四
尓小

兒
之
夜
哭
乎
為
／
乍
宿
不
騰
苦
者

わ
か
せ
こ
に
こ
ふ
と
に
し
あ
ら
し
み
と
り
こ
の
／
よ
な
き
を
し
つ
ゝ

以
下
欠
落
（
十
二
・
二
九
四
二
・
類
聚
古
集
第
十
一
・
人
倫
・
子
付
乳
母
）

【
鎌
倉
期
書
写
本
】

　
　
　（
子
）

十
二
　
吾ワ
カ

兄セ

子コ

尒ニ

戀コ
フ

跡ト

二ニ

四シ

有ア
ラ

四シ

少
ミ
ト
リ

児コ

之ノ

夜ヨ

哭ナ
キ

乎ヲ

為シ

乍ツ
ヽ

宿イ
ネ

不カ
テ

勝ラ

苦ク

者ハ

正
述

心
緒 

（
巻
十
二
・
二
九
四
二
・
古
葉
略
類
聚
鈔
）

吾ワ
カ

兄セ

子コ

尒ニ

戀コ
フ

跡ト

二ニ

四シ

有ア
ラ

四シ

小ミ
ト
リ-

児コ

之ノ

夜ヨ

哭ナ
キ

乎ヲ

為シ

乍ツ
ヽ

宿イ
ネ

不カ

レ
勝テ

ラ

苦ク

者ハ

（
巻
十
二
・
二
九
四
二
・
西
本
願
寺
本
）

と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
平
安
期
か
ら
二
九
四
二
番
は
〝
み
ど
り
子
〞
の
歌

と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
拙
稿
で（

12
）
、

「
小
児
」
の
「
小
」
の
字
（
元
暦
校
本
、少
）
は
、大
宝
の
戸
籍
帳
で
は
「
緑

児
」、「
緑
女
」
と
は
異
な
る
年
齢
層
の
人
間
を
指
す
こ
と
か
ら
、
聊
か
疑

念
が
残
る
訓
と
な
っ
て
い
る
が
、
平
安
期
書
写
本
『
万
葉
集
』
で
は
す
で

に「
み
と
り
こ
」と
い
う
平
仮
名
別
提
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
小

児
」
を
「
ミ
ト
リ
コ
」
と
訓
む
例
は
他
に
な
い
。

と
述
べ
た
よ
う
に
、
西
本
願
寺
本
で
は
「
小
児
」
と
原
文
表
記
さ
れ
る

二
九
四
二
番
歌
が
、
本
来
〝
み
ど
り
子
〞
の
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
と
は
認
め
が

た
い
。
（
13
）
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に
は
、
筆
の
色
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

古
次
兩
點
詞
者
撰
其
秀
逸
同
以
墨
點
之
次
雖
有
古
次
兩
點
而
爲
心
詞
參
差

句
者
以
紺
青
點
之
所
謂
不
勘
古
語
之
點
并
手
尒
乎
波
之
字
相
違
等
皆
以
紺

青
令
點
直
之
也
是
則
先
顯
有
古
次
兩
點
亦
示
偏
非
新
點
也
次
新
點
謌
并
訓

中
補
闕
之
句
又
雖
爲
一
字
而
漏
古
點
之
字
以
朱
點
之
偏
是
爲
自
身
所
見
點

之
傍
線
部
を
書
き
下
す
な
ら
ば
「
次
に
古
・
次
両
点
有
り
と
雖
も
、
心
詞
参
差

た
る
句
は
、
紺
青
を
以
て
之
を
点
じ
、
所
謂
古
語
の
点
を
勘
へ
ざ
る
、
并
び
に
、

手
尓
乎
波
の
字
の
相
違
等
は
、
皆
紺
青
を
以
て
之
を
点
じ
直
さ
し
む
な
り
。」

と
な
ろ
う
。（

15
）

つ
ま
り
、
藍
（
紺
青
）
筆
は
仙
覚
に
よ
る
改
訓
を
表
し
て
お
り
、

先
に
挙
げ
た
四
五
八
番
、四
六
七
番
は
仙
覚
に
よ
っ
て
改
訓
さ
れ
〝
み
ど
り
子
〞

の
歌
と
な
り
、
仙
覚
も
筆
の
色
を
変
え
て
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

現
在
の
研
究
で
は
、
仙
覚
の
校
訂
方
針
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
は
い
な

い
。
木
下
正
俊
氏
が
、

仙
覚
の
校
訂
作
業
の
方
法
に
つ
い
て
、
多
少
煩
雑
で
あ
っ
た
り
前
後
で
不

統
一
で
あ
っ
た
り
し
て
も
（
マ
マ
）も

う
少
し
多
角
的
な
観
点
を
導
入
し
て
欲
し

か
っ
た
、
な
ど
と
無
い
物
ね
だ
り
を
し
た
い
面
も
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
万

葉
集
の
研
究
史
上
に
仙
覚
な
か
り
せ
ば
、
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。〔
中

略
〕
し
か
し
、
当
面
の
意
改
に
関
し
て
言
え
ば
、
彼
も
亦
万
葉
集
の
本
文

を
恣
意
で
歪
め
た
張
本
人
と
い
う
意
味
で
礼
賛
羨
望
ば
か
り
し
て
い
ら
れ

な
い
。
（
16
）

右
五
首
資
人
余
明
軍
不
勝
大
勝
犬
◦
慕
心
中
感
緒
作
謌

（
巻
三
・
四
五
八
・
紀
州
本
）

【
平
安
期
書
写
本
】

又
家
持
作
反
三
首
長
云
吾
屋
前

三
　
時
者
霜
何
時
毛
将
有
乎
情
哀
伊
去
吾
妹
可
／
若
子
乎
置
而

と
き
は
し
も
い
つ
も
あ
ら
む
を
こ
ゝ
ろ
う
く
／
い
ぬ
る
わ
か
い
も
か
わ
か

き
こ
を
お
き
て 

（
巻
三
・
四
六
七
・
類
聚
古
集
第
十
四
・
挽
歌
・
妻
）

【
鎌
倉
期
書
写
本
】

又
家
持
作
哥
一
首
略
之

　
并
短
哥
三
首

三
　
時ト
キ

者ハ

霜シ
モ

何イ

時ツ

毛モ

将ア
ラ
ム有

乎ヲ

情心

哀ウ
ク

伊イ

去ヌ
ル

吾ワ
キ

妹モ
コ

可カ

若ワ
カ
キ
コ子

乎ヲ

置ヽ
キ

而テ

（
巻
三
・
四
六
七
・
古
葉
略
類
聚
鈔
）

　
　
反
歌

時ト
キ

者ハ

霜シ
モ

何イ

-

時ツ

毛モ

将ア
ラ

レ
有ム

乎ヲ

情
コ
ヽ
ロ

哀
イ
タ
ク

伊イ

去ユ
ク

吾ワ
キ

妹モ

可カ

君
ミ
ト
リ

若
歟
子コ

乎ヲ

置ヲ
キ

而テ

（
巻
三
・
四
六
七
・
西
本
願
寺
本
）

　
　
反
謌

時ト
キ

者ハ

霜シ
モ

何イ

時ツ

毛モ

将ア
ラ

レ
者ム

乎ヲ

情
コ
ヽ
ロ

哀ウ
ク

伊イ

去ヌ
ル

吾ワ
カ

妹イ
モ

可カ

若
ワ
カ
キ
コ

／
乎ヲ

置ヲ
キ

而テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有 

（
巻
三
・
四
六
七
・
紀
州
本
）

四
五
八
番
、
四
六
七
番
歌
の
「
若
」
と
い
う
原
文
に
対
し
、
鎌
倉
初
期
写
と

さ
れ
る
『
古
葉
略
類
聚
鈔
』
ま
で
の
古
写
本
で
は
「
わ
か
きな

」
（
14
）「
ワ
カ
キ
」
と

い
う
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
、
西
本
願
寺
本
で
は
藍
筆
で
「
ミ
ト
リ
」

と
訓
が
傍
書
さ
れ
て
い
る
。
西
本
願
寺
本
巻
一
に
置
か
れ
る
文
永
三
年
の
奥
書
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る
よ
う
に
、
鎌
倉
期
で
は
題
に
用
い
ら
れ
た
「
わ
か
い
こ
」
と
歌
語
〝
み
ど
り

子
〞
が
、
乳
幼
児
を
指
す
呼
称
と
し
て
と
も
に
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。「
わ
か
い
こ
」
が
歌
に
詠
ま
れ
た
例
は
確
認
さ
れ
ず
、
平
安
期
以
降
の
和

歌
に
お
い
て
、「
わ
か
き
こ
」
は
次
の
『
実
方
集
』
の
歌
に
の
み
見
ら
れ
る
。

（
お
な
じ
人
に（

18
）
）

わ
か
き
こ
が
は
か
ま
の
ま
た
の
た
え
し
よ
り
そ
の
ひ
ざ
か
た
の
み
え
ぬ
ひ

ぞ
な
き 

（
二
七
三
）

あ
く
ま
で
現
存
す
る
資
料
か
ら
と
は
な
る
が
、
本
稿
で
後
に
挙
げ
る
『
日
本

書
紀
』
を
除
き
、『
実
方
集
』
の
一
首
に
し
か
「
わ
か
き
こ
」
を
詠
む
歌
は
確

認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、「
わ
か
き
こ
」
は
歌
語
と
し
て
根
づ
い
て
い
な
か
っ

た
と
判
断
さ
れ
る
。『
新
撰
和
歌
六
帖
』
の
歌
群
か
ら
も
、
鎌
倉
期
に
は
、
題

に
「
わ
か
い
こ
」
と
あ
っ
て
も
、
歌
語
は
〝
み
ど
り
子
〞
を
用
い
る
と
い
う
認

識
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
新
撰
和
歌
六
帖
』
の
成
立
年
は
寛
元
二
年
と
目

さ
れ
て
い
る
。
同
時
期
の
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
に
は
仙
覚
の
手
に
よ
っ
て

『
万
葉
集
』
の
校
訂
が
行
わ
れ
た
が
、
現
在
、
仙
覚
初
度
の
校
訂
本
で
あ
る
寛

元
本
の
完
全
な
本
文
は
残
っ
て
い
な
い
。
（
19
）

し
か
し
、
文
永
三
年
（
一
二
六
六
）

の
奥
書
を
持
つ
西
本
願
寺
本
『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
四
五
八
番
、
四
六
七
番

歌
の
「
若
」
に
藍
筆
で
「
ミ
ト
リ
」
と
傍
書
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
仙
覚
に
よ
っ

て
改
訓
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
「
わ
か
き
こ
」、「
ワ
カ

キ
コ
」
（
20
）

と
訓
ま
れ
て
き
た
四
五
八
番
、
四
六
七
番
歌
の
「
若
子
」
の
訓
を
、
仙

と
仙
覚
の
本
文
校
訂
を
評
し
て
い
る
。
木
下
氏
の
見
解
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

本
文
だ
け
で
な
く
訓
に
関
し
て
も
、「
歪
め
た
」
と
ま
で
は
言
え
な
い
も
の
の
、

仙
覚
自
身
の
持
つ
考
え
を
反
映
さ
せ
て
改
訓
を
行
っ
た
、と
言
え
る
の
で
あ
る
。

三
、
仙
覚
改
訓
の
背
景

こ
こ
で
改
訓
の
背
景
を
考
え
て
み
た
い
。
寛
元
二
年
（
一
二
四
四
）
に
は
成

立
し
た
と
目
さ
れ
て
い
る
『
新
撰
和
歌
六
帖
』
第
二
帖
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌

群
が
あ
る
。わ

か
い
こ（

17
）

み
ど
り
こ
の
た
ぶ
さ
の
な
か
の
も
み
ぢ
葉
を
あ
る
も
の
が
ほ
に
し
る
も
は

か
な
し 

（
八
七
六
）

す
て
て
行
く
人
し
た
ふ
こ
の
か
た
ゐ
ざ
り
世
に
た
ち
や
ら
で
ね
こ
そ
な
か

る
れ 

（
八
七
七
）

世
中
は
い
と
け
な
き
子
の
お
も
き
ら
ひ
み
じ
か
な
き
に
は
ね
こ
そ
な
か
る

れ 
（
八
七
八
）

み
ど
り
子
の
ま
だ
い
と
け
な
き
お
も
き
ら
ひ
う
と
き
は
う
と
く
げ
に
ぞ
お

ぼ
ゆ
る 

（
八
七
九
）

一
す
ぢ
に
あ
る
物
と
の
み
み
ど
り
こ
の
か
が
み
の
か
げ
を
と
る
が
は
か
な

さ 

（
八
八
〇
）

右
の
歌
群
で
は
、「
わ
か
い
こ
」
と
い
う
題
の
五
首
の
う
ち
三
首
に
〝
み
ど

り
子
〞
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、『
新
撰
和
歌
六
帖
』
の
歌
群
に
見
ら
れ
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　（
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
血
哀
慟
作
歌
二
首
　
并
短
哥
）

●
打ウ
ツ
セ
ミ蝉

等ト

・
念

オ
モ
ヒ

之シ

時ト
キ

尒ニ

・

　【〔
割
書
〕
一
云
宇ウ

都ツ

曽ソ

臣ミ

等ト

念
オ
モ
ヒ
シ

之
】　

取ト
リ

持モ
チ

而テ

・
吾ワ

カ

二フ

タ

リ

-

人
・
見ミ

シ之
・
／
…
／
鹿カ

ハ歯
・
吾ワ

キ

妹モ

コ子
之カ

・
形カ

タ

見ミ

尒ニ

置ヲ
ケ

有ル

・
若

ミ
ト
リ

児コ

◦乃（
ノ
）（
21
）
・
乞コ

ヒ

泣ナ
ク

毎コ
ト
ニ・

取ト
リ

與ア
タ
フ・

／
物モ

ノ

之シ

無
ナ
ケ
レ

者ハ

・
鳥ト

リ

穂ホ

自シ

モ物
・
腋ワ

キ

挟ハ
サ
ミ

持モ
チ

・
吾ワ

キ

妹モ

子コ

与ト

・
二フ

タ

人リ

吾ワ
カ

宿ネ

之シ

・
／
…

（
巻
二
・
二
一
〇
・
西
本
願
寺
本
）

（
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
血
哀
慟
作
歌
二
首
　
并
短
哥
）

・
打ウ
ツ
セ
ミ蝉

等ト

・
念

オ
モ
ヒ

之シ

時ト
キ

尒ニ

・

　【〔
割
書
〕
一
云
宇ウ

都ツ

曽ソ

臣ミ

等ト

念
オ
モ
ヒ

之シ

】　
取ト

リ

持モ
チ

而テ

・
吾ワ

カ

二フ
タ
リ人
見ミ

之シ

・
／
…
／
有
・
若

ミ
ト
リ

児コ

乃ノ

乞コ
ヒ

泣ナ
ク

毎コ
ト
ニ・
取ト

リ

與ア
タ
フ・
物モ

ノ

之シ

無
ナ
ケ
レ

者ハ

・
鳥ト

リ

穂ホ

自シ

モ物
・
／
… 

（
巻
二
・
二
一
〇
・
紀
州
本
）

周
知
の
よ
う
に
、
平
安
期
書
写
本
で
は
、
長
歌
に
平
仮
名
別
提
訓
は
附
さ
れ

て
い
な
い
。
広
瀬
本
『
万
葉
集
』
は
江
戸
時
代
の
写
本
で
は
あ
る
が
、
定
家
筆

本
の
写
し
と
言
わ
れ
、
同
本
で
は
二
一
〇
番
歌
の
「
若
児
」
に
「
ミ
ト
リ
コ
」

と
片
仮
名
傍
訓
が
附
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
定
家
本
の
忠
実
な
書
写
と
す
る
な

ら
ば
、
鎌
倉
期
に
な
っ
て
二
一
〇
番
に
訓
が
附
さ
れ
、「
ミ
ト
リ
コ
」
の
歌
と

な
っ
た
、
と
言
え
る
。
西
本
願
寺
本
で
も
墨
筆
で
訓
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
仙
覚
に
よ
っ
て
附
さ
れ
た
訓
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
仙
覚

は
、
二
一
〇
番
「
若
児
」
の
訓
も
考
慮
に
入
れ
て
、「
若
子
」
を
「
ミ
ト
リ
コ
」

と
改
訓
し
た
、
と
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
西
本
願
寺
本
に
お

け
る
「
若
児
」「
若
子
」
を
除
き
、『
万
葉
集
』
中
に
「
若
」
を
「
み
ど
り
」
と

訓
む
例
は
他
に
な
く
、
認
め
が
た
い
訓
で
あ
る
。

覚
自
身
の
手
で
「
ミ
ト
リ
コ
」に
改
め
た
。
つ
ま
り
、『
新
撰
和
歌
六
帖
』の
「
わ

か
い
こ
」
の
歌
群
に
見
ら
れ
た
意
識
と
同
様
、仙
覚
に
も
「
ワ
カ
キ
コ
」
は
「
ミ

ト
リ
コ
」
と
同
じ
乳
幼
児
を
指
す
語
で
あ
る
と
い
う
認
識
と
、
子
ど
も
を
詠
む

場
合
の
歌
語
は
「
ミ
ト
リ
コ
」
を
用
い
る
と
い
う
意
識
が
あ
り
、
そ
れ
に
基
づ

い
て
「
ワ
カ
キ
コ
」
で
あ
っ
た
訓
を
「
ミ
ト
リ
コ
」
と
改
訓
し
た
の
だ
、
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
「
若
児
」（
二
一
〇
）
と
い
う
原
文
表
記
と
訓
を
確
認
し
た
い
。
仙

覚
が
四
五
八
番
、
四
六
七
番
歌
の
「
若
子
」
を
「
ミ
ト
リ
コ
」
と
改
訓
し
た
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
二
一
〇
番
歌
の
「
若
児
」
を
「
ミ
ト
リ
コ
」
と
訓
む
こ
と

に
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

【
平
安
期
書
写
本
】

（
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
血
哀
慟
作
歌
二
首
　
并
短
哥
）

打
蝉
等
念
之
時
尒
尓
一
云
宇
都
曽

臣
等
念
之

取
持
而
吾
二
人
見
之
趍
出
／
…
／
妹
子
之
形

見
尒
置
有
若
児
之
乞
泣
毎
取
與
物
之
無
者
烏
／
…

（
巻
二
・
二
一
〇
・
金
澤
本
）

（
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
面
哀
慟
作
歌
二
首
　
有
短
／
卅
一
字
也
／
歌
二
首
）

又
一
首
有
短
哥
二
首

二
　
打
蝉
等
・
念
之
時
尒

・一
云
宇
都
曽

臣
等
念
之

取
持
而
・
吾
二
人
見
之
・
趍
出
／
…

／
尒

・
置
有
・
若
児
之
・
乞
泣
毎
・
取
與
・
物
之
無
者
・
鳥
穂
自
物

腋ワ
キ
ハ
サ
ミ挟
／
… 

（
巻
二
・
二
一
〇
・
類
聚
古
集
第
十
九
・
挽
歌
・
妻
妾
）

【
鎌
倉
期
書
写
本
】
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に
本
来
は
〝
み
ど
り
子
〞
の
意
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
。

加
え
て
、
三
九
六
二
番
で
は
、
借
音
表
記
で
「
和ワ

カ

キ

コ

ト

モ

可
伎
児
等
毛
」
が
詠
ま
れ

て
い
る
。

忽
沈
狂
疾
殆
臨
泉
路
仍
作
歌
詞
以
申
悲
緒
一
首
　
并
短
謌

●
大オ
ホ
キ
ミ王

能ノ

・
麻マ

ケ

ノ

マ

ニ

氣
能
麻
尒

マ〻

ニ〻

・
大マ

ス-

夫ラ
ヲ

之ノ

・
情

コ
ヽ
ロ

布フ

里リ

於オ

許コ

之シ

・
安ア

／

…
奈ナ

／
氣ケ

カ

ス

ラ

ム

ソ

可
須
良
牟
曽
・
伊イ

モ

モ

セ

モ

母
毛
勢
母
・
和ワ

カ

キ

コ

ト

モ

可
伎
児
等
毛
婆ハ

・
乎ヲ

チ知
／

許コ

チ

ニ
知
尒
・
佐サ

ワ

キ

ナ

ク

ラ

ム

和
𠮷
奈
久
良
牟
・
多タ

マ

ホ

コ

ノ

麻
保
己
能
・
美ミ

チ

ヲ

タ

ト

知
乎
多
騰
／
…

（
右
天
平
十
九
年
春
二
月
廿
日
越
中
國
司
之
舘
臥
病
悲
傷
聊
作
此
謌
）

（
巻
十
七
・
三
九
六
二
・
西
本
願
寺
本
）

右
の
長
歌
で
は
、
家
の
中
で
「
佐サ

ワ

キ

ナ

ク

和
𠮷
奈
久
（
騒
ぎ
泣
く
）」
子
ど
も
が
詠

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
歌
の
訓
は
朱
筆
で
書
か
れ
る
こ
と
か
ら
、
仙
覚
自
身
が
附

し
た
新
点
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
仙
覚
自
身
の
手
で
「
ワ
カ
キ
コ

ト
モ
」
と
訓
を
施
し
、「
ワ
カ
キ
コ
」
を
万
葉
語
と
し
て
認
定
し
な
が
ら
、
一

方
で
は
四
五
八
番
、
四
六
七
番
歌
「
若
子
」
の
訓
を
「
ミ
ト
リ
コ
」
に
改
め
て

い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
、「
ワ
カ
コ
」、「
ワ
カ
キ
コ
」
と
い
う
二
通
り
の
訓
み
に
つ
い
て
考

え
て
み
た
い
。
仙
覚
が
音
数
に
関
し
て
い
か
な
る
考
え
を
持
っ
て
い
た
の
か
は

奥
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、先
に
挙
げ
た
西
本
願
寺
本
『
万
葉
集
』
巻
三
、

四
三
五
番
の
「
久ク

メ

ノ
米
能
若ワ

カ
コ子

我カ

」
の
横
に
は
、
音
数
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
朱
点
が
記
さ
れ
て
い
る
。

四
、『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
若
子
」
と
訓

こ
こ
で
、『
万
葉
集
』
中
の
「
若
子
」
と
い
う
表
記
に
再
度
目
を
向
け
た
い
。

現
代
の
研
究
で
は
、
仙
覚
に
よ
っ
て
校
訂
さ
れ
た
西
本
願
寺
本
『
万
葉
集
』
に

依
拠
し
、原
文
表
記
が
「
若
子
」
で
あ
る
四
五
八
番
、四
六
七
番
歌
も
含
め
、〝
み

ど
り
子
〞
は
九
例
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
し
か
し
、
西
本
願

寺
本
の
中
に
は
「
若
子
」
に
「
ワ
カ
コ
」
と
訓
を
附
し
て
い
る
例
も
あ
る
。

〽
（
朱
）

皮シ
ノ

為ス

ス

キ

酢
寸
久ク

メ

ノ

米
能
若ワ

カ
コ子

我カ

伊イ

座マ
シ
ケ
ル

家
留 

一家ケ

云牟ム

三ミ

ホ穂
乃ノ

石イ
ハ

／
室ヤ

者ハ

雖ミ
レ

レ

見ト

ア不
レ

飽カ
ヌ

鴨カ
モ

【〔
割
書
〕
一
云
安ア

レ

ニ

ケ

ル

カ

モ

礼
尒
家
留
可
毛
】（

巻
三
・
三
〇
七
・
西
本
願
寺
本
）

見ミ

ツ

ミ

ツ

津
見
津
四シ

久ク

メ

ノ
米
能
若ワ

カ
コ子

我カ

伊イ

觸フ
レ

家ケ

ム武
礒イ

ソ

之ノ

草ク
サ

根ネ

乃ノ

干カ
レ

／
巻マ

ク

惜オ
シ

裳モ

（
巻
三
・
四
三
五
・
西
本
願
寺
本
）

●
開ヤ　

-　

木マ

代
シ
ロ
ノ

来ク

背セ
ノ

若ワ
カ
コ子
カ（藍
）・

欲
ホ
シ
ト

云イ
フ

余ワ
レ

・
相ア

フ

狭サ

丸ワ
ニ

・
吾ワ

カ

欲
ホ
シ
ト

云イ
フ

開ヤ　

木マ

代シ
ロ
ノ

来ク

背セ 

（
巻
十
一
・
二
三
六
二
・
西
本
願
寺
本
）

●
緑
ミ
ト
リ

子コ

之ノ

・
若ワ

カ

子コ

蚊カ

見ミ

庭ニ
ハ

・
垂タ

ラ

乳チ

為シ
ノ

・
母

ハ
ヽ
ニ

所イ
タ

レ
懐カ

レ

・
…

（  

再
掲  

巻
十
六
・
三
七
九
一
・
西
本
願
寺
本
）

右
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
仙
覚
改
訓
後
の
『
万
葉
集
』
で
は
、
三
七
九
一
番

歌
「
緑
子
」
を
〝
み
ど
り
子
〞
と
す
る
場
合
、四
五
八
番
、四
六
七
番
歌
で
「
ミ

ト
リ
コ
」
と
も
訓
ま
れ
る
原
文
表
記
「
若
子
」
が
同
時
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
三
七
九
一
番
の
初
句
は
、
先
述
の
よ
う
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の
「
若
児
」
は
「
○
○
ノ
」
と
い
う
形
で
は
な
い
た
め
「
ワ
カ
キ
コ
」
と
訓
む

可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
同
じ
く
「
○
○
ノ
」
と
い
う
形
を
取
ら
な
い

三
九
六
二
番
は
「
ワ
カ
キ
コ
」
と
借
音
表
記
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
同

様
に
四
五
八
、四
六
七
番
歌
も
「
○
○
ノ
」
と
い
う
形
で
は
な
い
こ
と
か
ら
「
ワ

カ
キ
コ
」
と
訓
む
可
能
性
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
に
『
実
方
集
』
の
用
例
を
掲
げ
た
「
わ
か
き
こ
」
で
あ
る
が
、
上

代
に
は
歌
に
詠
ま
れ
た
例
は
存
在
す
る
。『
日
本
書
紀
』
斉
明
四
年
（
六
五
八
）

の
記
事
を
以
下
に
引
用
す
る
。
（
23
）

五
月
に
、
皇み

ま
ご孫
建た

け
る
の
み
こ
王
、
年

み
と
し

八や

つ歳
に
し
て
薨み

う

せ
ま
し
ぬ
。
今い

ま
き
の
た
に

城
谷
の
上へ

に

殯も
が
りを

起た

て
て
収を

さ

む
。
天

す
め
ら
み
こ
と

皇
、
本も

と

よ
り
皇
孫
の
有み

さ
を
か順

な
る
を
以も

ち
て
器

こ
と
に
あ
が重

め

た
ま
ふ
。
故か
れ

、
哀

か
な
し
びに

忍し
の

び
ず
傷

い
た
み
ま
と慟

ひ
た
ま
ふ
こ
と
極き

は

め
て
甚

は
な
は
だし

。
群

ま
へ
つ
き
み
た
ち臣

に
詔
み
こ
と
の
りし
て
曰

の
た
ま
は
く
、「
万ば

ん
ざ
い
せ
ん
し
う

歳
千
秋
の
後の

ち

に
、
要

か
な
ら
ず
朕わ

が
陵

み
さ
さ
ぎに
合

あ
は
せ
は
ぶ薨
れ
」
と

の
た
ま
ふ
。
廼
す
な
は

ち
作

み
う
た
よ
み歌

し
て
曰
は
く
、

今い
ま
き城
な
る
　
小を

む
れ丘
が
上う

へ

に
　
雲く

も

だ
に
も
　
著し

る

く
し
立た

た
ば
　
何な

に

か
嘆な

げ

か
む
　
其
の
一

射い

ゆ
鹿し

し猪
を
　
認つ

な

ぐ
川か

は
へ上

の
　
若わ

か
く
さ草

の
　
若わ

か

く
あ
り
き
と
　
吾あ

が
思も

は
な
く
に
（
伊
喩
之
々
乎
　
都
那
遇
舸
播
杯
能
　
倭
柯
矩
娑
能
　
倭

柯
俱
阿
利
岐
騰
　
阿
我
謨
婆
儺
俱
爾
）
其
の
二

飛あ
す
か鳥

川が
は

　
漲

み
な
ぎ

ら
ひ
つ
つ
　
行ゆ

く
水み

づ

の
　
間

あ
ひ
だ

も
無な

く
も
　
思お

も

ほ
ゆ
る

　
か
も
　
其
の
三

と
の
た
ま
ふ
。
天
皇
、
時と
き
ど
き々

に
唱う

た

ひ
た
ま
ひ
て
悲み

ね哭
し
た
ま
ふ
。〔
中
略
〕

 

・
・
・
　
・
・
・

・

久ク

メ

ノ
米
能
　
若ワ

カ

　
子コ

　
我カ

ま
た
、『
万
葉
集
』
に
は
「
若
子
」
と
い
う
表
記
で
は
な
く
「
和
久
胡
」
と

詠
む
東
歌
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

都ツ

ム

カ

ノ

ニ

ス

ス

カ

オ

ト

キ

コ

ユ

カ

ム

シ

タ

ノ

武
賀
野
尒
須
受
我
於
等
伎
許
由
可
牟
思
太
能
等ト

ノ能
／
乃ノ

奈ナ

カ

チ

シ

ト

可
知
師
登

我カ

リ

ス

ラ

シ

モ

里
須
良
思
母

　
　
或
本
歌
曰  

美ミ

ツ

カ

ノ

ニ

都
我
野
尒
　
又
曰  

和ワ

久ク

胡コ

思シ

（
巻
十
四
・
三
四
三
八
・
西
本
願
寺
本
）

伊イ

ネ

ツ

ケ

ハ

カ

カ

ル

ア

カ

テ

ヲ

コ

ヨ

ヒ

モ

カ

祢
都
氣
波
可
加
流
安
我
手
乎
許
余
比
毛
可
等ト

ノ

ノ
能
乃
／
和ワ

久ク

胡コ

我カ

ト

リ

テ

等
里
弖

奈ナ

ケ

カ

ム

氣
可
武 

（
巻
十
四
・
三
四
五
九
・
西
本
願
寺
本
）

古
く
は
下
河
辺
長
流
の
『
萬
葉
集
管
見
』
に
も
三
四
三
八
番
歌
の
「
わ
く
子

は
、
若
子
也
」
（
22
）

と
あ
る
よ
う
に
、
現
在
で
も
「
和
久
胡
」
は
「
若
子
」
と
同
じ

意
で
詠
ま
れ
て
い
る
と
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
『
万
葉
集
』
中
の
「
ワ
カ
コ
」、「
ワ
ク
コ
」
を
抜

き
出
し
て
み
る
と
、「
久ク

メ

ノ

米
能
若ワ

カ
コ子
」（
三
〇
七
、四
三
五
）、「
来ク

背セ
ノ

若ワ
カ
コ子
」

（
二
三
六
二
）、「
等ト

ノ能
乃ノ

奈ナ

カ

チ

可
知
（
或
本
歌
、
和ワ

久ク

胡コ

）」（
三
四
三
八
）、

「
等ト

ノ

ノ
能
乃
和ワ

久ク

胡コ

」（
三
四
五
九
）
の
よ
う
に
「
○
○
ノ
」
と
い
う
特
定
の
形
に

接
続
す
る
場
合
に
は
、音
数
の
関
係
か
ら
「
ワ
カ
キ
コ
」
で
は
な
く
「
ワ
カ
コ
」

も
し
く
は
「
ワ
ク
コ
」
と
訓
ま
れ
る
、
と
い
う
規
則
性
を
見
出
せ
る
。
こ
の
規

則
性
に
基
づ
い
て
考
え
る
な
ら
ば
、
三
七
九
一
番
の
冒
頭
は
「
○
○
ノ
」
の
形

を
取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
若
子
」
は
「
ワ
カ
コ
」
と
訓
ま
れ
、
二
一
〇
番
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む
歌
で
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
、「
九
例
」と
し
て『
万
葉
集
』内
部
に
お
け
る〝
み

ど
り
子
〞
の
語
義
や
年
齢
を
検
討
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
四
五
八
番
歌
を
用
例
と
し
て
「
み
ど
り
こ
の
」
と
い
う
上
代
の
枕
詞

が
あ
る
と
し
て
立
項
し
て
い
る
辞
典
類
を
冒
頭
に
引
用
し
た
が
、
こ
の
四
五
八

番
歌
の
「
若
子
」は
、何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、仙
覚
が
改
訓
し
て
「
ミ
ト
リ
コ
」

と
い
う
訓
み
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
歌
を
根
拠
に
「
み
ど
り
こ
の
」
と
い

う
枕
詞
が
上
代
に
あ
っ
た
、
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
（
24
）

五
、
お
わ
り
に

本
稿
で
の
考
察
か
ら
、『
万
葉
集
』
中
に
〝
み
ど
り
子
〞
が
九
例
あ
る
と
す

る
通
説
は
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
稿
者
は
「
若

児
」、「
若
子
」、「
緑
児
」、「
緑
子
」、「
小
児
」、「
弥
騰
里
児
」
の
六
通
り

の
表
記
の
う
ち
、
本
来
〝
み
ど
り
子
〞
を
意
味
し
て
い
た
の
は
「
緑
児
」

（
二
一
三
、四
八
一
、二
九
二
五
）、「
弥
騰
里
児
」（
四
一
二
二
）
の
二
通
り
、
四

例
で
あ
る
と
考
え
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
万
葉
集
』
中
の
〝
み
ど
り
子
〞
を
九
例
と
す
る

説
で
は
、
上
代
に
お
い
て
は
〝
み
ど
り
子
〞
と
訓
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
四
五
八
、四
六
七
番
歌
も
考
察
に
含
め
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西

本
願
寺
本
を
底
本
と
し
て
翻
刻
・
校
訂
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
、
原
本
の
筆
の

色
な
ど
に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
仙
覚
は
、
そ
の
筆
の
色
を
も
っ

て
、
改
訓
や
、
自
身
の
見
解
を
反
映
さ
せ
て
附
し
た
新
点
を
示
し
て
い
る
の
で

　
冬
十
月
の
庚

か
う
し
ゆ
つ戌

の
朔

つ
き
た
ちに

し
て
甲か

ふ
し子

に
、
紀き

の

温ゆ
湯
に
幸

い
で
ま

す
。
天

す
め
ら
み
こ
と

皇
、
皇み

ま
ご孫

建た
け
る
の
み
こ

王
を
憶お

も

ほ
し
い
で
て
、
愴い

た爾
み
悲か

な
し泣

び
た
ま
ひ
、
乃

す
な
は

ち
口こ

う
が
う号

し
て
曰

の
た
ま

は
く
、山や

ま

越こ

え
て
　
海う

み

渡わ
た

る
と
も
　
お
も
し
ろ
き
　
今い

ま
き城

の
内う

ち

は
　
忘わ

す

ら
ゆ

　
ま
し
じ
　
其
の
一

水み
な
と門
の
　
潮

う
し
ほ
の
く
だ
り
　
海う

な

く
だ
り
　
後

う
し
ろ
も
暗く

れ

に
　
置
き
て
か
行

か
む
　
其
の
二

愛う
つ
くし

き
　
吾あ

が
若わ

き

き
子こ

を
　
置お

き
て
か
行ゆ

か
む
（
干
都
俱
之
枳
　
阿

餓
倭
柯
枳
古
弘
　
飫
岐
底
舸
庾
舸
武
）
其
の
三

と
の
た
ま
ひ
、
秦
は
だ
の

大お
ほ

蔵
く
ら
の

造
み
や
つ
こ

万ま

里ろ

に
詔

み
こ
と
の
りし
て
曰

の
た
ま
は
く
、「
斯こ

の
歌う

た

を
伝つ

た

へ
て
、
世よ

に
忘わ

す

ら
し
む
る
こ
と
勿な

か

れ
」
と
の
た
ま
ふ
。

右
の
引
用
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
斉
明
天
皇
は
、
八
歳
で
夭
逝
し
た
建
王
を

「
倭
柯
枳
古
（
若
き
子
）」
と
詠
む
。
借
音
表
記
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

訓
に
揺
ら
ぎ
は
な
い
。
ま
た
、「
若
草
」「
若
く
あ
り
き
」
と
、
八
歳
の
建
王
を

詠
む
際
に
、「
若
し
」
と
い
う
形
容
詞
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
後
に

は
根
づ
か
な
か
っ
た
も
の
の
、「
若
き
子
」
を
詠
む
例
が
上
代
に
は
存
す
る
の

で
あ
る
。

以
上
の
用
例
と
考
察
か
ら
、
四
五
八
、四
六
七
番
の
「
ワ
カ
キ
コ
」
と
い
う

訓
は
、「
ミ
ト
リ
コ
」
と
改
め
る
必
要
の
な
か
っ
た
訓
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。
仙
覚
の
校
訂
を
経
た
こ
と
で
〝
み
ど
り
子
〞
の
用
例
数
は
『
万
葉
集
』

中
「
九
例
」
と
な
っ
た
が
、
本
来
四
五
八
、四
六
七
番
は
〝
み
ど
り
子
〞
を
詠
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と
通
釈
を
附
し
て
い
る
。
西
丸
氏
は
「
契
り
を
交
わ
し
て
い
た
女
が
亡
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
人
が
」、
つ
ま
り
男
が
、
の
意
と
す
る
。
対
し
て
稿
者
は
「
か
た
ら
ひ
し
人
の

う
せ
に
し
が
」の
「
の
」は
同
格
と
し
、「（
詠
者
が
）
親
し
く
し
て
い
た
女
で﹅

亡
く
な
っ

た
女﹅

が﹅

、
幼
い
子
ど
も
を
た
く
さ
ん
産
み
残
し
て
（
亡
く
な
り
）
二
三
年
ほ
ど
経
っ

た
と
き
に
、」
と
訳
し
た
い
。

（
5
）
久
保
田
淳
氏
、
馬
場
あ
き
子
氏
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』（
角
川
書
店
、

一
九
九
九
年
）
八
三
九
頁
。

（
6
）
上
代
語
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
　
上
代
編
』（
三
省
堂
、

一
九
六
七
年
）
七
一
一
頁
。

（
7
）
中
村
幸
彦
氏
、
岡
見
正
雄
氏
、
阪
倉
篤
義
氏
編
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
第
五
巻
（
角

川
書
店
、
一
九
九
九
年
）
五
一
六
頁
。

（
8
）
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
、
小
学
館
国
語
辞
典
編
集
部
編
『
日
本
国
語

大
辞
典
〔
第
二
版
〕』
第
一
二
巻
（
小
学
館
、
二
〇
〇
一
年
）
七
七
二
頁
。

（
9
）
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
坂
本
信
幸
氏
、
毛
利
正
守
氏
編
『
万
葉
事
始
』（
和
泉
書
院
、

二
〇
一
二
年
）
八
二
〜
八
五
頁
「
万
葉
集
の
諸
本
」
を
参
照
し
大
別
し
た
。
二
十
帖

揃
い
の
古
伝
本
に
は
囲
い
線
を
施
し
た
。

（
10
）
本
稿
で
挙
げ
た
万
葉
歌
の
引
用
に
使
用
し
た
影
印
本
及
び
複
製
を
左
に
挙
げ
る
。
引

用
に
あ
た
っ
て
底
本
の
改
行
箇
所
を
「
／
」
で
、
省
略
を
「
…
」
で
表
し
た
。
題
詞
は

す
べ
て
四
字
下
げ
て
示
し
た
。

・
金
澤
本
：『
復
刻
日
本
古
典
文
学
館
　
萬
葉
集
　
金
澤
本
』（
日
本
古
典
文
学
刊
行
会
、

一
九
七
三
年
）

・
尼
崎
本
：
『
尼
崎
本
　
萬
葉
集
』（
貴
重
図
書
影
本
刊
行
会
、
一
九
三
二
年
）

・
元
暦
校
本
：
「
ｅ
国
宝
」（h

ttp://w
w

w
.em

u
seu

m
.jp/

）

・
類
聚
古
集
：
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
20
　
類
聚
古

集
　
影
印
・
翻
刻
篇
』
全
二
巻
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。『
類
聚
古
集
』
中

の
巻
数
と
部
立
も
示
し
た
。

あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
筆
の
色
の
別
を
明
記
し
な
い
テ
キ
ス
ト
を
用
い
て
し

ま
う
と
、
上
代
か
ら
の
訓
み
な
の
か
、
後
に
改
ま
っ
た
も
の
な
の
か
が
区
別
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
少
な
く
と
も
語
義
を
検
討

す
る
際
は
、『
万
葉
集
』の
古
伝
本
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

仙
覚
が
「
若
子
」
を
「
ミ
ト
リ
コ
」
と
改
訓
し
た
背
景
に
は
、
歌
語
〝
み
ど

り
子
〞
の
変
遷
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
上
代
か
ら
鎌
倉
期
ま
で
の

歌
語
〝
み
ど
り
子
〞
の
変
遷
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意
し
て
詳
し
く
述
べ
た
い
。

【
注
】

（
1
）
伊
藤
延
子
氏
「
泣
血
哀
慟
歌
〈
緑
児
〉
の
文
芸
性
」（『
日
本
文
学
論
究
』
第
五
六
号
、

一
九
九
七
年
三
月
）。
同
じ
見
解
が
、
同
氏
『
柿
本
人
麻
呂
研
究
　
別
離
の
主
題
』（
創

英
社
、
二
〇
〇
八
年
）
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
2
）
澤
田
早
代
氏
「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
色
彩
相
と
表
現
―
主
と
し
て
「
緑
」
と
「
瑞
祥
」

と
の
関
連
表
現
に
つ
い
て
―
」（『
大
谷
女
子
大
国
文
』第
二
三
号
、一
九
九
三
年
三
月
）。

（
3
）
本
稿
に
お
け
る
『
万
葉
集
』
以
外
の
歌
集
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観C

D
-R

O
M

版ver.2

』
に
依
拠
し
た
。

（
4
）
西
丸
妙
子
氏
『
私
家
集
全
釈
叢
書
9
　
檜
垣
媼
集
全
釈
』（
風
間
書
房
、一
九
九
〇
年
）

一
四
〜
一
五
頁
。
同
書
で
西
丸
氏
は
、

契
り
を
交
わ
し
て
い
た
女
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
人
が
、（
そ
の
女
は
）

幼
い
子
を
何
人
も
生
ん
で
い
て
、（
亡
く
な
っ
て
）
二
三
年
ほ
ど
経
っ
た
頃

に
、
そ
の
（
子
供
達
の
）
父
は
近
い
親
戚
筋
の
人
で
あ
っ
た
の
で
、（
子
供

達
を
）
み
な
連
れ
て
来
て
、
し
み
じ
み
と
話
し
こ
ん
で
涙
を
流
し
た
の
で

あ
な
た
が
幼
い
子
供
達
の
髪
を
撫
で
て
慈
し
む
そ
の
た
び
ご
と
に
、
や
は
り
い

つ
ま
で
も
変
ら
ず
、
そ
の
子
た
ち
の
母
が
恋
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
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あ
つ
た
か
と
申
も
の
ゝ
部
類
し
て
四
季
た
て
た
る
萬
葉
集
あ
ま
た
人
の
も

と
に
も
ち
た
る
本
也

と
み
え
る
に
依
つ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
類
聚
古
集
は
中
山
本
以
外
に
猶
多
く
の

諸
本
を
存
し
、
作
歌
の
典
故
と
し
て
平
安
朝
歌
壇
に
大
い
に
重
要
視
せ
ら
れ
た
。

と
あ
る
。『
類
聚
古
集
』
の
「
録
之
」
の
傍
書
「
子
イ
」
は
、
藤
原
敦
隆
に
よ
る
類
聚

本
の
成
立
後
、
享
受
さ
れ
て
い
く
過
程
で
記
さ
れ
た
異
本
と
の
校
合
の
跡
と
み
る
。

し
か
し
、
本
稿
で
は
「
録
之
」
と
い
う
本
文
の
表
記
を
主
と
し
た
い
。

（
12
）
拙
稿
「〝
み
と
り
こ
〞
の
解
釈
に
関
す
る
一
試
案
―
武
田
祐
吉
氏
「
見
取
り
児
」
説

の
再
検
討
―
」（『
古
代
中
世
国
文
学
』
第
二
六
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）。
こ
の
中
で

も
西
本
願
寺
本
の
翻
刻
を
示
し
、「
若
子
」
の
訓
の
問
題
に
触
れ
て
い
る
。

（
13
）
遠
藤
嘉
基
氏
は
、「
萬
葉
集
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
「
緑
兒
」「
若
兒
」に
つ
い
て
の
疑
問
」

（『
奈
良
文
化
』
第
三
〇
号
、
一
九
三
六
年
六
月
）
で
、

霊
異
記
に
は
小
子
と
い
ふ
の
は
屢
々
出
て
を
り
小
キ
子
と
あ
る
の
は
あ
る
が
、
果

し
て
ワ
カ
キ
と
よ
ん
で
ゐ
た
か
否
か
た
し
か
で
な
い
。
先
學
の
御
高
示
を
う
れ

ば
幸
甚
で
あ
る
。
こ
れ
が
ワ
カ
キ
と
よ
め
れ
ば
、

吾
兄
子
に
戀
ふ
と
に
し
あ
ら
し
小
児
の
夜
な
き
を
し
つ
つ
い
ね
が
て
な
く

は
（
巻
十
二
・

2942
）

の
訓
も
意
味
も
は
っ
き
り
と
し
て
こ
よ
う
。

と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
伊
原
昭
氏
「
万
葉
の
緑
児
―
当
時
の
戸
籍
か
ら
考
え
る

―
」（『
増
補
版
　
万
葉
の
色
―
そ
の
背
景
を
さ
ぐ
る
―
』
笠
間
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）

一
五
〇
頁
に
、
大
宝
の
戸
籍
に
お
け
る
「
緑
児
」
を
含
め
た
各
呼
称
と
そ
の
年
齢
の

幅
を
一
覧
に
し
た
表
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
大
宝
の
戸
籍
に
鑑
み
て
、「
小
（
少
）
児
」

は
「
緑
児
」、〝
み
ど
り
子
〞
と
は
異
な
る
年
齢
層
の
人
間
を
指
し
て
い
る
と
稿
者
は

考
え
る
。

（
14
）「
き
」
の
横
の
「
な
」
及
び
「
、」「
ひ
」
と
い
う
傍
書
は
朱
筆
で
あ
る
。『
類
聚
古
集
』

の
朱
筆
に
つ
い
て
、
小
島
憲
之
氏
は
「
萬
葉
集
古
寫
本
に
於
け
る
校
合
書
入
考
―
仙

・
古
葉
略
類
聚
鈔
：
佐
佐
木
信
綱
氏
編
輯
兼
発
行
『
古
葉
略
類
聚
鈔
』
の
複
製
（
精
芸

出
版
合
資
会
社
印
刷
、
一
九
二
三
年
）

・
西
本
願
寺
本
：
佐
佐
木
信
綱
氏
、
武
田
祐
吉
氏
編
纂
の
西
本
願
寺
本
『
万
葉
集
』
の

複
製
（
竹
柏
会
発
行
、
一
九
三
三
年
）、
石
川
晴
彦
氏
発
行
『
西
本
願
寺
本
萬
葉
集
覆

製
』（
主
婦
の
友
社
、
一
九
八
四
年
）
を
あ
わ
せ
て
参
照
し
た
。
前
者
は
そ
の
月
報
第

一
の
凡
例
一
頁
に
、

紺
青
は
褪
色
し
て
讀
み
難
く
な
つ
た
の
で
、
そ
の
上
に
後
人
が
補
筆
を
加
へ
た

も
の
が
多
い
。
そ
の
補
筆
は
紺
青
も
あ
る
が
、
大
抵
は
朱
又
は
墨
で
あ
る
。
今

辿
ら
れ
る
限
は
、
な
る
べ
く
こ
れ
を
紺
青
に
復
し
て
印
行
し
た
。

と
あ
る
よ
う
に
、
藍
筆
を
復
元
し
て
い
る
。
後
者
は
、
現
存
す
る
西
本
願
寺
本
『
万

葉
集
』
の
原
寸
大
か
つ
褪
色
や
補
筆
も
そ
の
ま
ま
で
表
さ
れ
て
い
る
。
後
者
に
よ
る

と
、
四
五
八
番
歌
は
褐
色
の
筆
の
上
に
朱
で
「
ミ
ト
リ
」
と
重
書
、
四
六
七
番
歌
は

褐
色
の
筆
の
上
に
墨
で
「
イ
ユ
ク
ワ
キ
モ
カ
ミ
ト
リ
コ
ヲ
」
と
重
書
さ
れ
て
い
る
。

佐
佐
木
信
綱
氏
編
輯
代
表
『
校
本
萬
葉
集
』
三
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
一
年
）
で
、

四
五
八
番
、
四
六
七
番
歌
の
褐
色
の
筆
は
と
も
に
「
モ
ト
青
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

佐
佐
木
信
綱
氏
、
武
田
祐
吉
氏
編
纂
の
西
本
願
寺
本
『
万
葉
集
』
の
複
製
で
「
紺
青

に
復
し
て
印
行
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
従
い
、
藍
筆
訓
と
判
断
し
た
。

　
特
記
が
な
い
限
り
「
●
」、「
・
」、「-

」、
返
り
点
は
朱
筆
で
あ
る
。
ま
た
、
ゴ
シ
ッ

ク
体
に
な
っ
て
い
る
字
と
そ
の
傍
訓
は
藍
筆
訓
、
網
掛
け
に
な
っ
て
い
る
字
と
そ
の

傍
訓
は
朱
筆
訓
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

・
紀
州
本
：
後
藤
幸
三
氏
発
行
の
紀
州
本
『
万
葉
集
』の
複
製
（
後
藤
安
報
恩
会
発
行
、

一
九
四
一
年
）

（
11
）
異
本
に
「
子
」
を
記
す
本
文
が
あ
る
こ
と
が
傍
書
に
示
さ
れ
て
い
る
。
小
島
憲
之
氏

「
類
聚
古
集
考
」（『
国
語
国
文
』
第
九
巻
第
一
号
、
一
九
三
九
年
一
月
）
に
、

中
山
本
〔
稿
者
注
：
現
在
龍
谷
大
学
蔵
〕
の
校
異
に
見
え
る
他
本
、或
本
、異
本
、

イ
本
、
イ
等
の
名
に
依
り
但
し
萬
葉
集
或
本
歌
や
萬
葉
集
古

寫
本
を
さ
す
も
の
も
少
な
か
ら
ず

、
又
古
来
風
體
抄
に
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今
書
院
、
一
九
二
五
年
）
二
一
五
頁
。

（
23
）小
島
憲
之
氏
、直
木
孝
次
郎
氏
、西
宮
一
民
氏
、蔵
中
進
氏
、毛
利
正
守
氏
校
注
・
訳『
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
4
　
日
本
書
紀
③
』（
小
学
館
、
一
九
九
八
年
）
二
一
二
〜

二
一
六
頁
を
参
照
し
、
原
文
が
必
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
は
括
弧
書
き
に
し
て
示
し
た
。

（
24
）
冒
頭
に
引
用
し
た
辞
典
類
の
他
に
、
阿
部
萬
蔵
氏
、
阿
部
猛
氏
編
『
改
訂
版
　
枕
詞

辞
典
』（
同
成
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
も
、

み
ど
り
こ
の

「
は
い
た
も
と
ほ
り
・
よ
な
き
・
た
つ
」
に
か
か
る
。〔
例
〕「
若
子
乃
」
↓
「
匍

匐
多
毛
登
保
里
」（
万
葉
四
五
八
）「
小
兒
之
」↓
「
夜
哭
」（
万
葉
二
九
四
二
）〔
中

略
〕「
み
ど
り
こ
」が
這
い
廻
る
よ
う
に
の
意
で「
這
い
た
も
と
ほ
り
」に
か
か
る
。

〔
後
略
〕

と
あ
る
。
右
の
記
述
は
、「
若
子
」
と
い
う
原
文
の
四
五
八
番
歌
の
ほ
か
に
「
小
兒
」
と

い
う
原
文
表
記
の
二
九
四
二
番
歌
も
用
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
再
考
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
、
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
〜
八
二
四
）
に
成
立
し
た
と
さ
れ

る
『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
』
上
巻
「
嬰
児
鷲
所
擒
他
国
得
逢
父
縁
第
九
」
末
に
は
、

「
嬰
児
」
に
対
し
「
三
止
利
古
」
と
い
う
訓
釈
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
嬰
児
」
と
い

う
表
記
は
、
万
葉
歌
四
五
八
番
と
あ
わ
せ
て
辞
典
類
に
引
用
さ
れ
る
『
続
日
本
後
紀
』

巻
第
十
九
の
長
歌
に
詠
ま
れ
る
「
嬰
児
」
と
共
通
し
て
お
り
、『
続
日
本
後
紀
』
の
「
嬰

児
」
が
〝
み
ど
り
子
〞
を
指
す
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
ま
で
は
否
定
で
き
な
い
。

〔
附
記
〕

本
稿
は
、平
成
二
八
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
研
究
集
会（
二
〇
一
六
年
七
月
九
日
）

で
の
口
頭
発
表
の
一
部
を
も
と
に
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
で
ご
指
導
賜
り
ま
し

た
先
生
方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

―
き
く
も
と
・
れ
い
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
在
学
―

覺
本
に
あ
ら
ざ
る
諸
本
を
中
心
と
し
て
―
」（『
国
語
国
文
』
第
十
一
巻
第
五
号
、

一
九
四
一
年
五
月
）
で
、
朱
筆
を
「
一
旦
類
聚
が
行
は
れ
た
以
後
に
書
入
し
た
事
は

明
白
」、「
朱
は
仙
覺
本
以
外
の
次
點
本
無
訓
の
句

を
含
む

を
も
つ
て
校
合
書
入
し
た
と
み
る
べ
き
」

と
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
平
仮
名
別
提
訓
の
本
文「
わ
か
き
こ
」に
主
眼
を
置
き
た
い
。

（
15
）
李
家
正
文
氏
、
島
正
三
氏
編
『
日
本
古
典
全
書
　
萬
葉
集
』
第
一
巻
（
朝
日
新
聞
社
、

一
九
四
七
年
）
を
参
考
に
、
私
に
書
き
下
し
た
。

（
16
）
木
下
正
俊
氏
『
万
葉
集
論
考
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
「
仙
覚
及
び
彼

以
後
の
意
改
」
二
六
三
〜
二
六
四
頁
。

（
17
）「
わ
か
い
こ
」
の
歌
群
の
前
に
は
「
う
な
ゐ
」
と
い
う
題
の
歌
群
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
発
達
段
階
の
異
な
る
子
ど
も
を
詠
む
歌
群
が
連
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
る
。「
わ
か
い
こ
」
は
「
わ
か
き
こ
」
の
イ
音
便
化
と
見
る
。
し
か
し
、
題
に
音
便

化
が
見
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
生
じ
る
。
佐
藤
恒
雄
氏
「『
新
撰
六
帖
題
和

歌
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」（『
中
世
文
学
研
究
』
第
五
号
、
一
九
七
九
年
七
月
）
に
「
三

類
本
（
抜
書
復
元
本
）」
と
さ
れ
る
、
智
仁
親
王
筆
の
書
陵
部
蔵
本
（
五
一
〇
・
三
〇
）

と
「
四
類
本
（
流
布
本
）」
に
分
類
さ
れ
る
『
続
々
群
書
類
従
』
第
十
四
巻
で
は
「
わ

か
ひ
こ
」と
あ
る
。
佐
藤
恒
雄
氏
の
先
掲
論
に
は『
新
撰
和
歌
六
帖
』の
諸
本「
三
十
一

本
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
異
同
を
確
認
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

（
18
）
二
七
一
番
歌
詞
書
中
の
「
弁
の
き
み
」
を
指
す
。

（
19
）
神
宮
文
庫
本
『
万
葉
集
』
の
本
文
は
寛
元
本
系
統
と
さ
れ
る
が
、
室
町
時
代
の
書
写

で
あ
り
、完
全
な
寛
元
本
の
本
文
を
残
し
て
い
な
い
。『
校
本
萬
葉
集
』一（
岩
波
書
店
、

一
九
三
一
年
）
首
巻
巻
上
一
六
〇
〜
一
六
一
頁
で
も
、
神
宮
文
庫
本
は
「
仙
覚
の
寛

元
本
の
純
粋
な
ら
ざ
る
一
伝
本
」
と
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）『
類
聚
古
集
』
に
お
け
る
四
五
八
番
歌
の
傍
書
に
よ
れ
ば
「
若
子
」
が
「
わ
か
な
こ
」

と
訓
ま
れ
る
可
能
性
も
存
す
る
。

（
21
）「
乃
」
の
横
に
「
ノ
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。

（
22
）
武
田
祐
吉
氏
校
訂
、
橋
本
進
吉
氏
解
説
『
万
葉
集
叢
書
第
六
輯
　
萬
葉
集
管
見
』（
古


